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議題２【水道事業】
安城市水道事業経営戦略（案）



経営戦略の計画期間は、令和５年度から令和1４年度までの10年間
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議題2 安城市水道事業経営戦略改定案

安城市水道事業経営戦略とは、経営の基本方針となっており、計画期間内は収入支出の
均衡を目指した収支計画を改定する必要があります。

安城市水道事業経営戦略
計画期間:令和5年度～令和14年度

令和7年度 一部見直し版令和5年8月策定

安城市水道事業経営戦略
計画期間

令和5年度～令和14年度

令和5年8月

（令和7年〇月一部見直し）



見直しポイント⑤
・今後の取組みについて、上下水道一体での取組の実施検討に
ついて記載しました。
・将来的な料金改定の検討も適宜行っていく予定であることを示
しました。

安城市水道事業
経営戦略の目次参照
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現行経営戦略の一部見直しの主な内容をご説明いたします。

見直しポイント①
・人口推計の見直しや、県営水道料金の値上げ、物価上昇等の
状況の変化を踏まえ、水道料金見直しが必要となった背景を記
載しました。

見直しポイント②
・将来の事業環境について、人口推移の見直しを反映しました。

見直しポイント③
・投資計画について、将来的に安全・安心な水の供給を実
現するため、管路耐震化や避難所管路の耐震化等の取組
みを計画に反映しました。

見直しポイント④
・収支計画について、上記見直しポイント①の環境変化を踏まえ
た収支の見通しを示したうえで、料金改定により安定的な経営
を図ることを示しました。
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安城市水道事業

経営戦略の1、2頁参照 見直しポイント①
現行経営戦略を見直した目的は、ア 令和５（2023）年８月改定とし、今回の見直しに
ついては、イ 令和7年一部見直しとして今回の見直しの目的を追記しました。
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安城市水道事業

経営戦略の16、17頁参照 見直しポイント②
最新の第９次安城市総合計画の推計値に基づき給水人口及び水需要の予測を見直しま
した。
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安城市水道事業

経営戦略の19頁参照 見直しポイント③

６３億→

３５億→

０億→

２４億→

１２２億→

現行経営戦略

主要事業内容として４つの項目について令和５年度から１４年度までの概算費用を見直し
ました。



財政計画について、目標は現行経営戦略から変更ありません。
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安城市水道事業
経営戦略の21頁参照



人口減少や県営水道料金値上げ、建設費の増加等の環境変化を踏まえると令和８年度に
赤字に転じる見込みです。

安城市水道事業

経営戦略の23頁参照 見直しポイント④
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安城市水道事業

経営戦略の23頁参照 見直しポイント④
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管路耐震化工事等、建設投資の見直しを反映した結果、財政計画の目標である資金残高
２５億円が令和１０年度以降下回る見込みです。
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本審議会でのご審議を踏まえ、料金改定を実施する予定であることを示しました。

安城市水道事業

経営戦略の24頁参照 見直しポイント④



安城市水道事業

経営戦略の25頁参照 見直しポイント④
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料金改定を実施することで、令和８年度以降の赤字は当面解消される見込みです。

料金算定期間



企業債を２億追加して発行することで、料金算定期間である令和１１年度までは資金残高２５億円を
維持できます。令和１２年度以降下回るため、計画期間内にもう一度料金改定が必要となります。

安城市水道事業

経営戦略の25頁参照 見直しポイント④

12料金算定期間
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令和８年度に料金改定率１５％で料金改定し、さらに令和１２年度に料金改定を想定し
た場合、計画期間内には黒字を維持できます。

安城市水道事業

経営戦略の26頁参照 見直しポイント④



企業債発行額を調整し、令和１２年度以降も財政計画の目標である資金残高２５億円
を維持することができます。

安城市水道事業

経営戦略の26頁参照 見直しポイント④
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今後の方向性について、上下水道の共通課題に対して、上下水道一体の取組について追加
しました。

安城市水道事業

経営戦略の27頁参照 見直しポイント⑤



16

料金改定について、市民の皆様への丁寧な説明を実施していくこと、経営改善の取組み等を
進めつつ、将来的な料金体系の検討も適宜行っていく予定であることを示しました。

安城市水道事業

経営戦略の29頁参照 見直しポイント⑤


